
2024 年度 通常社員総会 議事録 

 

Ⅰ. 会 議 名  ：（公社）日本地すべり学会 2024年度通常社員総会 

Ⅱ. 開催日時 ：2024年 6月７日（金） 11時 00分～12時 00分 

Ⅲ. 開催場所 ：TKPガーデンシティ渋谷 １階 ホール B 

Ⅳ. 現社員数 ：73名 

Ⅴ. 社員出席者 ：会場 16名，オンライン 18名，委任状 26名，書面議決 4名 （計 64議決権） 

Ⅵ. 議長 ：中井 真司（関西支部） 

Ⅶ. 議事録署名人 ：馬場 貴志（関東支部），櫻井 正明（関東支部）， 

Ⅷ. 出席理事 ：笹原克夫，浅野志穂，榎田充哉,新井場公徳,飯沼達夫,宇次原雅之,佐藤剛，

堤 大三，古谷 元 

Ⅸ. 出席監事 ：今泉文寿，相楽渉 

Ⅹ.議事録作成 ：藤元 亮 

 

Ⅰ．定足数および決議の確認 

新井場専務理事によって，総社員数・委任状数・定足数・決議が以下のとおり確認された。

定款第 17条及び 22 条に基づき，社員出席数は総会開催の定足数を満たしていることから，社

員総会は成立し，開会宣言がなされた。 

 総社員数：73 

 出席した社員の数：16名 

 オンライン参加した社員の数：18名 

 委任状により議長へ議決権を委任した社員の数：26 

 書面により議決を提出した社員の数：4 

 総会開催に必要な出席社員が有する議決権の数（委任含む）： 37（総社員数 73の過半数） 

 総会において決議に必要な議決権の数：33（出席社員が有する議決権の数（委任含む）64

の過半数） 

 

Ⅱ．議長及び議事録署名人の選出 

 新井場専務理事が，議長の選出（定款第 20条）および議事録署名人の選任（定款第 24条）

について説明した。 

 議長への立候補者はなく，新井場専務理事より中井社員を推薦する意見が出され，中井社

員が議長へ選出された。 

 議事録署名人への立候補者はなく，新井場専務理事より馬場社員，櫻井社員を推薦する意見

が出され，馬場社員，櫻井社員が議事録署名人へ選任された。 

 

Ⅲ．審議事項 

➢ 第１号議案 「2023 度（公社）日本地すべり学会貸借対照表，正味財産増減計算書及び財

産目録承認」の件 

飯沼総務部長が，配布資料に基づき，2023度（公社）日本地すべり学会貸借対照表，正味財

産増減計算書及び財産目録について説明した。 



また，今泉監事，相楽幹事が，監査結果を報告した。監査結果の報告の中で下記の指摘があ

った。 

・ 各支部の収支について，収入がほとんどなく学会本部からのサポートで成り立っている

支部も存在する。これらの支部については，収支の改善が必要と考えられるため，留意

頂きたい。 

第 1号議案に対し，質疑応答はなく，第 1号議案は承認 64，非承認 0で承認された。 

 

➢ 第 2 号議案 「2024・2025年度役員選任」の件 

田中選挙管理委員長が，配布資料に基づき，（公社）日本地すべり学会の 2024・2025年度の

役員選挙結果について説明した。 

第 2号議案に対し，質疑応答はなく，理事および監事，一人一人に対して別表の順で決議し

た。稲葉理事，王理事，木村一成理事，林理事，木村勝美監事については，代議員を辞任する

ことについても併せて決議した。 

第２号議案は，別表に示すとおり承認された。 

 

 稲葉代議員が辞任することにより議決票 63 となるが，総社員数 73 の過半数を超えている

ので社員総会は成立。総会において決議に必要な議決数は 32。 

 王代議員が辞任することにより議決票 62 となるが，総社員数 73 の過半数を超えているの

で社員総会は成立。総会において決議に必要な議決数は 32。 

 木村一成代議員が辞任することにより議決票 61 となるが，総社員数 73 の過半数を超えて

いるので社員総会は成立。総会において決議に必要な議決数は 31。 

 林代議員が辞任することにより議決票 60 となるが，総社員数 73 の過半数を超えているので

社員総会は成立。総会において決議に必要な議決数は 31。 

 木村勝美代議員が辞任することにより議決票 59 となるが，総社員数 73 の過半数を超えて

いるので社員総会は成立。総会において決議に必要な議決数は 30。 

 

Ⅳ．報告事項 

① 2023 年度（公社）日本地すべり学会事業報告の件 

飯沼総務部長が，配付資料に基づき，2023 年度（公社）日本地すべり学会事業報告について

説明した。この後，下記の質疑応答があった。 

 

・ 研究助成について，募集する研究課題数に対する応募数をお教え頂きたい。応募が多

い状況にある場合は予算を確保していく必要があると考える。 

→2023 年度は募集研究課題数 1 件に対して応募が 1 件，2024 年度は募集研究課題数１

件に対して応募が 2 件であった。応募数に応じて，できるだけ予算を確保していく方

針で考えている。 

 

 

 

 



② 2024 年度（公社）日本地すべり学会事業計画の件 

③ 2024 年度（公社）日本地すべり学会収支予算の件 

飯沼総務部長が，配付資料に基づき，2024 年度（公社）日本地すべり学会の事業計画及び収

支予算について説明した。特に意見はなかった。 

 

➢ その他 

議長が社員にその他の事項について意見を求めたが，特に意見はなかった。 

 

議長が閉会を宣言した。 

 

            議    長   中井 真司      ㊞ 

            議事録署名人   馬場 貴志      ㊞ 

            議事録署名人   櫻井 正明      ㊞ 

             

 



区分 氏名 所属 承認※ 非承認

浅野　志穂 （国研）森林研究・整備機構 64 0

新井場　公徳 消防庁消防研究センター 64 0

飯沼　達夫 日本工営株式会社 64 0

石丸　聡 （地独）北海道立総合研究機構 64 0

稲葉　一成 新潟大学 63 0

今泉　文寿 静岡大学 63 0

王　功輝 京都大学 62 0

岡田　康彦 （国研）森林研究・整備機構 62 0

笠井　美青 北海道大学 62 0

加藤　猛士 川崎地質株式会社 62 0

木村　一成 ケイジオ 61 0

佐藤　剛 帝京平成大学 61 0

佐藤　浩 日本大学 61 0

柴崎　達也 国土防災技術株式会社 61 0

杉本　宏之 （国研）土木研究所 61 0

堤　大三 信州大学 61 0

中村　真也 琉球大学 61 0

林　一成 奥山ボーリング株式会社 60 0

古谷　元 富山県立大学 60 0

森口　周二 東北大学 60 0

木村　勝美 大日本ダイヤコンサルタント株式会社 59 0

竹下　航 国土交通省国土技術政策総合研究所 59 0
幹事

理事

別表　2024・2025年度役員選任の決議結果

※　稲葉理事、王理事，木村一成理事，林理事，木村勝美監事については、代議員辞任

　　を承認した後に理事･幹事承認の決議したため、以降の議決権の数が変化している。  

 

 

 

 

  


